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ため池の情報共有の課題
ため池の地震災害

ため池の豪雨災害
2011年東日本大震災（藤沼ため池）

平成30年7月豪雨（勝負迫下池）

東日本大震災では、藤沼ため池が決壊して8名の犠牲者が発生。住宅に決壊水が襲うまでに30分の時間
があったが、避難指示を出せなかった。また、農林水産省への第一報は地震発生から9時間後まで遅れた。

国等が災害支援を行う際に、ため池のデータに不正確なものが多く、ため池にたどり着くことができないな
ど、災害支援に支障が発生した。

九州北部豪雨（山の神ため池）
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ため池防災支援システム
「ため池防災支援システム」は、豪雨・地震時のため池決壊と下流被害の危険度をリアルタイムで予測・
表示し、それらの被害を防止するための情報を提供するための災害情報システムです。また、他府省庁
の防災情報を重ね合わせて、総合的な防災・減災対策を支援する。

地震時の決壊予測

っっっっっっっっっっっっっっ
っっっっっっっっっっっっっっ
っっっっっっっっっっっっっｚ

っっっっっっっっっｚ

他機関からの情報の活用

1

下流域の被害予測
自主防災対策支援

ため池管理者に
よる自主防災

避難勧告等

他省庁情報
（道路、河川、土砂災害など）

豪雨・地震情報

ため池データベース
（現在、16万件）

ため池決壊時の下流被害予測

土石流

道路

ため池
決壊

河川氾濫

避難所

学校 ため池

病院

ため池被害情報状況図

ため池管理
者用アプリ

連鎖決壊予測

ため池情報の収集・管理 ため池防災担当機関へ
の情報提供

農林水産省
ため池防災担当機関

っっっっｚ

豪雨時の決壊予測

他機関への情報提供

決壊予測
下流被害
対策支援

他府省庁
自治体

地震情報
豪雨情報
基礎情報
被災情報
他機関情報

ため池防災支援システム（農林水産省で利活用）

平常時・災害直後の情報の収集・管理 ため池の決壊・被害予測 情報提供・対策支援

SIP4D ため池
防災支援
システム

ため池
防災支援
システム

SIP4D

観測機器の接続



3

縦と横の情報共有（防災機関同士の情報共有）

情報伝達の縦ラインと横ラインをつなぐ！

市

ため池管理者

県出先

県本庁

農政局

農林水産省

設計課 防災課

農林
危機管
理

土木

農林

農林
危機管
理

土木

国交省

河川 砂防端末

端末

端末

端末

端末

端末

内閣府
防災

JR

他機関

ため池決壊

厚労省

外水氾濫

内水氾濫

自
治
体
独
自
シ
ス
テ
ム

SIP4D（防災科学技術研究所）

土砂災害

た
め
池
防
災
支
援
シ
ス
テ
ム

総務省 防衛省

防災課

消防庁 警察庁 経産省など

た
め
池
に
関
連
が
深
い
災
害

×

×
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ため池ワークフロー（データベース更新システム）

西日本豪雨では、データベースの内容の間違いが多く、国等の災害支援隊がため池現地に
辿りつけない事態が多く発生。ため池ワークフローを用いることによって、ため池データベー
スを正確に入力・更新することができる。

➢ 各機関でエクセルデータで管理していると、機関ごとのデータが乖離する可能性がある。

➢ エクセルでデータを収集する際に、誤入力が発生する（例えば、全角と半角、数値の後のスペー
ス、ため池コードの重複など）。誤入力されたデータの修正に多大な労力と費用が発生する。

➢ 登録ため池数が超え、エクセルで扱うことが困難となった。

⇒ため池防災支援システムではオンラインで一つのデータベースにアクセス

⇒ため池防災支援システムではシステムが誤入力を自動チェック（特に緯度・経度）

⇒サーバーのデータベースシステムで素早く検索
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地震時の緊急点検の方法
地震の震度の大きいところから点検を行う（例えば、震度6以上を最優先、次に震度5など）
ため池防災支援システムで地震発生から30分以内に地図およびリストで表示するとともに、担当者に
メール配信。



豪雨時の決壊危険度予測

豪雨のピークより15時間前に防災重点ため池の決壊予測を提供。災害発生前に避難準備を開始できる。
豪雨前点検で水位を入力しておくと、精度の高い水位予測が可能で、避難指示に活用できる。

平成30年7月豪雨
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観測機との接続・データ取り込みと予測

SIP「レジリエントな防災・減災機能の強化」課題④ 2014,2015,2016,2017

現在時刻

貯水位観測値 貯水位予測値

防府市上洗川ため池

ため池の水位計等の観測機を設置することにより、ため池防災支援システムで観測データとデータ
に基づく貯水位予測情報を閲覧できる。



決壊氾濫域ー避難対策への支援

ため池防災支援システム上で氾濫想定図を作成できる。現在、防災重点ため池選定を目的として、全国
の自治体で解析システムを活用中。SIP4Dからのリアルタイムの避難所情報、災害医療拠点などの情報と
同時に表示可能。

9

避難所
(SIP4D)

災害医療拠点
(SIP4D）

閉鎖された避難所
(SIP4D）

道路通行止め
(SIP4D）
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スマホ等を用いた被害報告
スマホやタブレット（PCでも可能）を用いて、被災現場からため池の被害状況や写真を送信し、関係機関で
共有。

情報閲覧 被災写真の共有 被害報告
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被害状況の把握

全国で入力された被害報告を地
図やリストで確認できる。

国や都道府県が、全国や都府
県内の被害状況を把握。

点検結果をもとに災害支援の体
制を構築
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氾濫解析の活用
ため池防災支援システムのサブシステムとして氾濫解析が可能(自治体職員のみ利用可能）。氾濫想定図
を作成してため池防災支援システムに結果を表示できる。また、「SIPOND」や「ため池DBハザードマップ簡
易氾濫解析」の解析データをアップロードできる。

ため池防災支援システムの
「氾濫解析システム」
（自治体職員）

「SIPOND」
(民間コンサルタント・土連）

ため池DBハザードマップ
簡易氾濫解析（旧）

（ソフトのサポートは終了）

アップロードアップロード

ため池防災
支援システ
ム内で解析

地震・豪雨の情報やリアルタイ
ムの避難所・道路通行止め、
災害医療拠点などの情報と合
わせて表示。

ため池マップへの活用も可能
SIPOND等の氾濫解析を発注する

場合には、ため池防災支援システ
ムへのアップロードを業務に含める
のがおすすめ



地震解析・豪雨解析の活用

簡易なレベル２耐震診断に活用 低水位管理対策の策定に活用

レベル1の耐震調査結果を入力するだけで、想定される地震時の堤
体沈下量を簡便に算定できます。通常、1000万円以上かかる本格
的なレベル２耐震診断の要否判定や改修の優先順位の計画策定に
用いることができます。

「簡易なレベル２耐震診断」を行っておけば、地震時の決壊危険度
（堤体沈下量）を高精度に予測することができます。地震後の緊急
点検の優先順位決定や住民の避難対策の検討に活用できます。

地震解析 豪雨解析

地震直後の危険度予測に活用 豪雨前・豪雨中の危険度予測に活用

常
時
の
事
前
防
災
対
策
に
活
用

災
害
時
の
点
検
や
避
難
対
策
に
活
用

大雨時に一度だけ貯水位観測の結果を入力するだけで、想定され
る豪雨に対して、何時間前にどれだけの水位低下を行えばよいかを
算定し、図化することができます。

大雨時に一度だけ貯水位観測の結果を入力するだけで、15時間後
までの貯水位を精度よく予測することができます。


